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１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
都
府
楼
南
五
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
五
六
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
太
宰
府
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
長
　
直
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
生
活
関
連
遺
跡
で
、
井

上
信
正
氏
の
条
坊
復
元
案
に
よ
れ
ば
、
右
郭
二
十

一
条
三
坊
か
ら
四
坊
の
条
坊

域
内
に
位
置
す
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘

立
柱
建
物
三
棟

，
井
戸

一
基

・

土
坑

一
基
で
あ
る
。
住
居
と
考

え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ

五
〇
は
、
南
北
二
間
×
東
西
三

間
の
東
西
棟
で
、
Ｓ
Ｂ
〇
二
〇

は
そ
の
建
て
替
え
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
そ
の
東
側
に
は
南
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北
棟
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｂ
〇
三
〇
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
群
の
東
側
に
は
南

北
方
向
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
五
が
走
り
、
そ
の
東
岸
の
硬
化
し
た
平
坦
な
面
は
、
周

辺
の
調
査
状
況
か
ら
右
郭
三
坊
路
の
可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
は
、
地
表
下
約

一
五
〇
伽
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
五
の
最
も
下
の
腐
植
土

層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
主
な
共
伴
遺
物
に
は
、
須
恵
器

・
土
師
器
が
あ
り
、

人
世
紀
中
頃
以
降
の
所
産
と
み
ら
れ
る
。
須
恵
器
に
は

一酌
酢
Ч
と
墨
書
さ
れ

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
此
家
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

斎
反
許

ｏ∞▼

針
葉
樹
の
柾
目
材
。
頭
部
に
は
左
右
か
ら
の
削
り
に
よ
る
割
り
込
み
が
施
さ

れ
、
そ
こ
に
幅
約
○

。
人
伽
の
紐
を
結
び
つ
け
た
痕
跡
が
あ
る
。
こ
の
幅
の
広

い
紐
跡
は
裏
面
に
は
な
く
、
こ
の
木
簡
は
大
き
な
対
象
物
に
結
わ
え
つ
け
ら
れ

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
下
部
は
欠
損
し
、
下
か
ら
約
三
側
の
位
置
に
横

方
向
に
折
り
曲
げ
た
よ
う
な
大
き
な
断
裂
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

文
字
は
楷
書
で
、
木
簡
の
幅
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。
現
状
で

は
墨
痕
が
薄
く
な
り
、
素
地
の
板
が
痩
せ
て
、
文
字
が
浮
き
上
が
っ
た
よ
う
に

見
え
る
。
こ
れ
は
墨
中
の
ニ
カ
ワ
が
保
護
剤
と
な
っ
て
文
字
部
分
を
覆

つ
て
い

た
た
め
、
日
光
や
風
雨
に
よ
る
素
地
の
劣
化
が
進
行
し
た
後
も
文
字
部
分
の
み

が
残

っ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

紐
痕
が
あ
り
文
字
の
周
囲
が
劣
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は

一
定

期
間
屋
外
に
晒
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
文
意
か
ら
家
屋
な
い
し
物
品
な

ど
の
売
買
の
表
示
札
と
し
て
屋
外
の
柱
な
ど
に
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
札
の
中
央
付
近
で
へ
し
折
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
任
意
の
第
三
者
に
家
屋
を
売
る
た
め

一
定
期
間
こ
の
付
近
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
木
街
が
出
土
し
た
溝
の
東
側
が
右
郭
三
坊
路
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
と
も
符
合
し
、
古
代
大
宰
府
の
都
市
性
の
一
端
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

（山
村
信
榮
）




